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子どもたちは「困っている」という SOSを発することが少ないので、何で困っているのかは、
大人側が「見よう」としなければ見えてきません。

子どもの貧困は見えにくい･･･

見た目では
困っているかどうかが、
分からないのね・・・。

親戚付き合いも少なく、
地域住民の目も届きに
くい。

支援に関する情報も届きにくい
（知らない）ため、社会的に孤立
しやすい。

子ども・家族に貧困であると
いう認識がないので、自分か
ら支援を求めない。

困っている自覚があっても、
周囲の目を気にして相談でき
ない、あるいは諦めてしまっ
ている。

放っておくとどうなるの？

　貧困問題の中心にあるのは「お金が無い」という経済的困窮ですが、成長途上にある子どもたち
が経済的困窮状態に置かれると、様々な影響を受けることがあります。

　また、貧困の影響は複合的不利につながるだけでなく、次の世代の子どもまでが継続して貧困
状態に置かれる「貧困の世代間連鎖」にもつながってしまいます。

親の収入が
少ない

十分な教育が
受けられない

進学・就職で
不利

収入の高い職に
就けない

子ども世代も
貧困に

色々な場面で子どもたちに
影響が出るのね・・・。

貧困の連鎖

生活習慣
への影響

健康や発達
への影響

体験・経験
の不足

学習・進学
への影響

自己肯定感
の低下

人間関係
への影響自己肯定感自己肯定感

の低下の低下

人間関係
への影響
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鹿児島市の子どもたちの現状

（1） 本市の子どもたちを取りまく現状

① 年々子どもの人口割合が減り、少子化が進行しています。
ア　0～ 19歳人口の割合と推移（住民基本台帳人口より）
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0 ～ 19歳人口の割合と推移

生活保護受給中の子ども（18歳以下）の人数の推移
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② 人口減少が続く中、生活保護を受けている子どもが一定数存在します。
イ　生活保護受給中の子ども（18歳以下）の人数の推移

生活保護受給中の子ども（18歳以下）の人数

（単位：0～ 19歳人口は人、割合は%）

（単位：人）

≪参考≫全国の相対的貧困率　　
※厚生労働省：国民生活基礎調査より

≪貧困に関する２つの考え方≫
●絶対的貧困
　生命を維持するために最低限必要な衣食住が満ち足りていない状態のこと。（発展途上国や
戦後の日本など）
●相対的貧困
　　その地域や社会において「普通」とされる生活を享受することができない状態のこと。
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